
二
〇
一
一
年
九
月
三
日

秋
耕
の
天
地
を
返
す
土
軽
し

花
茗
荷

空
壕
の
奈
落
は
葛
の
嵐
か
な

百

合

分
け
入
り
て
句
碑
に
見
ゆ
る
萩
葎

宏

虎

二
〇
一
一
年
九
月
二
日

光
芒
に
浮
き
立
つ
島
や
沖
の
秋

三

刀

二
〇
一
一
年
九
月
一
日

羅
や
茶
筅
ふ
る
腕
か
く
し
ゃ
く
と

わ
か
ば

生
駒
嶺
を
蔽
ふ
暗
雲
野
分
来
る

は
く
子

学
び
舎
に
声
の
弾
け
て
九
月
来
る

満

天

秋
暑
し
赤
銅
顔
の
車
夫
駆
く
る

花
茗
荷

二
〇
一
一
年
八
月
三
一
日

猪
い
ま
だ
気
付
か
ぬ
南
瓜
育
ち
け
り

雅

流

野
路
行
け
ば
み
ほ
と
り
に
増
ゆ
と
ん
ぼ
か
な

と
も
え

手
花
火
の
屯
川
辺
の
あ
ち
こ
ち
に

な
つ
き

展

望

台

四

方

八

方

法

師

蝉

三

刀

二
〇
一
一
年
八
月
三
〇
日

半
眼
の
半
跏
思
惟
仏
愁
思
と
も

満

天

老
犬
の
休
み
が
て
ら
や
野
路
の
秋

せ
い
じ

係
船
の
舳
先
し
き
り
に
鯔
跳
ね
る

三

刀

見
上
げ
れ
ば
望
郷
つ
の
る
鰯
雲

百

合

二
〇
一
一
年
八
月
二
九
日

秋
雨
の
水
輪
綾
な
す
平
等
院

ぽ
ん
こ

秋
高
く
修
復
な
り
し
赤
社
殿

つ
く
し

滅
亡
の
平
家
を
思
ふ
浦
の
秋

よ
し
女

山
上
へ
乗
り
継
ぐ
リ
フ
ト
赤
蜻
蛉

雅

流

間
引
き
菜
を
夫
が
さ
し
出
す
勝
手
口

有

香

幼
帝
の
入
水
の
悲
話
や
瀬
戸
の
秋

三

刀

浜
茶
屋
の
跡
形
も
な
く
秋
の
風

こ
す
も
す

二
〇
一
一
年
八
月
二
八
日

激
辛
の
カ
レ
ー
を
食
べ
て
暑
に
耐
ふ
る

百

合

寝
惜
し
む
そ
ぞ
ろ
に
庭
の
星
月
夜

菜

　々　

故

郷

の

単

線

鉄

路

葛

の

花

百

合

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
一
年
九
月
六
日
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